
 

 

 

ジュニアセッション予稿原稿のサンプル 
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要 旨 

ジュニアセッションの予稿集作成の要点を、予稿集のスタイルで記述します。予稿集の出来上がりのサンプルとし
て参考にしてください。実際の作成時には、ジュニアセッションHPに掲載されている「予稿の作成ガイド」[1]を熟
読してください。わからない点は遠慮なく、実⾏委員や世話⼈に質問してください。 
 

１．はじめに 
予稿集は、研究の成果を学会で発表したことを証明する公式な出版物です。⾃分たちの研究成果が、初めて聞く

⼈にも伝わるよう⼯夫するとともに、間違いが無いよう注意して作成してください。特に気をつけていただきたい
のは、作成した原稿が、予稿集の製本を⾏う編集担当者や印刷業者のPC環境で、作成者の期待したとおりに表⽰
されるようにすることです。このためには、以下に述べる注意点をよく考えてください。 
２．原稿のサイズ、レイアウト 

予稿原稿はA4、1ページで作成してください。紙⾯の上下左右にそれぞれ3センチメートルの余⽩を取ってください
(このサンプルの余⽩は変えないでください)。ページ番号は⼊れないでください。ページ内でのレイアウト（段組
など）に制限はありません。 
３．使⽤するフォントと最⼩サイズ 

Wordでは以下のフォントのみをつかってください。Word の機能をつかった⽂字の変形（⽂字の効果、ワードアー
ト）は、避けてください。数式については、数式エディタの利⽤を推奨します。 

l 和⽂ ：MS明朝、MSゴシック、游明朝(Bold可)、游ゴシック(Bold可) 
l 英⽂ ：Arial(Bold/Italic可)、Times New Roman(Bold/Italic可)、Cambria(Bold/Italic可) 
l ⽂字サイズ ：8ポイント（このサイズ）以上（図中の⽂字サイズもこれに準ずる） 

４．図や表 
図・表は、あらかじめ作成したものを、必ずキャプションや図

中の⽂字と⼀緒に「画像」に変換してから、原稿に貼り付けてく
ださい。図1に例を⽰します。予稿原稿上でWordの作図・作表機
能等を⽤いて作成すると、印刷時にずれることがあります。 

予稿集は⽩⿊で印刷されます。図はカラーでもかまいません
が、⽩⿊でみてもグラフや画像が判別できるか、また⽂章の意
味が通じるかを確認してください（「図中の⾚線が・・・」で
はなく、「図中の点線が・・・」などと書く）。 

図表には必ず番号とキャプションを付け、本⽂から参照してく
ださい。 
５．発表タイトル、発表者情報 

発表者の名前や所属に誤りがあると、正式な発表記録として認められなくなってしまいます。学校名は正式名称
で掲載してください。⽒名の正式な漢字が⽂字化けする可能性があるときは、普段使っている表記でもかまいませ
ん。「予稿集の作成ガイド」に詳しい表記ルールと例を掲載していますので、よく読んで間違いの無いようにして
ください（例年、ここの間違いが⾮常に多いです）。 
６．まとめ 

研究内容を簡潔にわかりやすく⽰した予稿は、より多くの⼈に発表を理解してもらい、よい議論をおこなうこと
につながります。「予稿の作成ガイド」をよく読んだ上で、読みやすく正確な予稿を作成してください。投稿前
に、表1に⽰したチェックリストで確認するとよいでしょう。技術的な問題や質問があれば、下の問い合わせ先ま
で遠慮なく連絡、相談してください。 

問い合わせ先： ジュニアセッション実⾏委員会 jsession@asj.or.jp 
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